


















































・2014 春  子どもが元気に育つ環境づくりの実践
　～ It takes a village to raise a child －子ども一
人育てるのに村ひとつが必要－講師：白梅学園
大学・短期大学学長 汐見稔幸氏
・2014 年秋　自然とともに生きる子ども達のた
くましさ－２度の震災からみえる子どもの生き
る力－くりこま高原自然学校代表，森のようち
えん全国ネットワーク運営委員 佐々木豊志氏
　また，日野社会教育センターは，これまでの
44 年の実績をまとめた本，『人がつながる居場
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所のつくり方』（WAVE出版社）を 2014 年７
月に出版した。人と人のつながる力をどのよう
につくってきたのか，先行研究・実践に学ぶ意
義は大きく，今後も大いに参考にして行きた
い。（森山千賀子）
　
　ファミリー・サポート・センター事業とネット
ワークづくりに関する研究については，この事業
そのものが地域における子育て支援の一環とし
て，次世代育成事業計画に組み入れられて各地域
に開設されており，利用する人と支援・援助す
る人との間の相互活動として進められてきたもの
の，地域間のネットワークづくりはないと言って
も過言ではない。相互の調整役やまとめ役を担う
アドバイザーたちのなかからの要望が潜在的にあ
るものの，どこにだせばいいのかがわからないと
いう。アドバイザー同志の勉強会は女性労働協会
が１年に１－２度程度懇親会ということで開催さ
れるものの，それぞれの場所で抱えている課題に
ついて真剣に討議する時間がもてないこが悩みと
であるいう。「ともに話しませんか」という声か
けで実際に出会う場を設けてみた。２組の参加で
５時間，共通する課題と個別の問題など，アドバ
イザーの今後の在り方についても検討しあうこと
が可能になった。　
　2015 年度から子育て新制度のもとで始まっ
た。定期的に話したいメンバーに呼びかけを改め
てするところから，今後のネットワークづくりを
模索することになった。（佐々加代子）
　
注
1）小平西のきずなNO.13 ３頁（吉村のりお）
2）小平西のきずなNO.12 11 頁（阿部歩）
<研究メンバー＞
山路　憲夫（家族・地域支援学科）
中山　正雄（保育科）
瀧口　　優（保育科）
小松　　歩（保育科）
佐々加代子（子ども学科）
杉山　貴洋（子ども学科）
林　　　薫（子ども学科）
金子　尚弘（発達臨床学科）
多喜乃亮介（発達臨床学科）
福丸　由佳（発達臨床学科）
佐久間路子（発達臨床学科）
関谷　榮子（家族・地域支援学科）
西方　規惠（家族・地域支援学科）
土川　洋子（家族・地域支援学科）
森山千賀子（家族・地域支援学科）
杉本　豊和（家族・地域支援学科）
井原　哲人（家族・地域支援学科）
牧野　晶哲（家族・地域支援学科）
草野　篤子（本学名誉教授）
井上　恵子（嘱託研究員）
瀧口　眞央（嘱託研究員）
奈良　勝行（嘱託研究員）
吉村　季織（嘱託研究員）
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